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会社概要
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会社概要

商号 雪印メグミルク株式会社
MEGMILK SNOW BRAND Co., Ltd.

設立年月日 2009年10月1日

所在地 本社：東京都新宿区四谷本塩町5番1号
登記上本店：北海道札幌市東区苗穂町6丁目1番1号

資本金 200億円

代表取締役社長 佐藤 雅俊

連結従業員数 5,715名（2023年3月31日）

上場取引所 東京証券取引所、札幌証券取引所

北海道本店

本社
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雪印メグミルクグループは、3つの使命を果たし、ミルクの新しい価値を創造することにより、
社会に貢献する企業であり続けます。

グループ企業理念

コーポレートスローガン

私たちの使命

消費者重視
経営の実践

酪農生産への
貢献

乳
（ミルク）
にこだわる
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創業の精神

創業者のひとり、黒澤酉蔵揮毫による「健土健民」の書（雪印メグミルク所蔵）

創業者たち

健土健民 健全な土地が健全な食料をもたらし、
健全な食料が健全な人間を形成する。

宇都宮仙太郎 黒澤酉蔵 佐藤善七

「健土健民」を目指した創業者たちの
社会課題解決に挑む精神を受け継ぎ、
現代の社会課題に挑んでいく姿勢が、
雪印メグミルクグループの原動力です。
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1996 設立

2009 経営統合

雪印メグミルクのあゆみ

代
表
的
な
商
品

沿
革

事業分割
（市乳事業）

「6Pチーズ」
大量生産化

1954
「雪印コーヒー」
発売

1963 2015
「恵 megumi ガセリ菌
SP株ヨーグルト」
機能性表示食品として発売

「雪印北海道バター」
発売

1926
「雪印スライスチーズ」発売
「雪印カマンベールチーズ」発売

1962
「雪印ナチュレ」
（現「ナチュレ恵megumi」）発売

1979
「とろけるスライス」販売
1987

「毎日骨ケア MBP®」発売
2002

「乳酸菌ヘルベヨーグルト
ドリンクタイプ」発売

2020

2021
「MBPドリンク」
発売

1925 設立

設立当時の
バター製造機器

北海道製酪
販売組合 雪印乳業

1950 設立

1954 設立
全酪連 ジャパンミルクネット

1972 設立
全農

1974 社名変更
全農直販

日本ミルク
コミュニティ

2003 統合

雪印メグミルク

雪印乳業

日本ミルク
コミュニティ

雪印メグミルク

2011 合併

2002 雪印食品牛肉偽装事件

「雪印ネオ マーガリンソフト」
（現「ネオソフト」）発売

1968 1980
「ストリングチーズ」
（現「さけるチーズ」）
発売

1996
「雪印北海道バター
(10gに切れてる）」発売

2000 雪印乳業食中毒事件
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事業紹介
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雪印メグミルクグループの強み

ミルクを中心とした
基礎研究と、

それを商品として具現化し、

イノベーションを
起こす技術力

2
数多くの

トップシェア
商品を基盤とする

市場競争力

3

乳で培われた
私たちの幅広い知見や機能

||
ミルク

バリューチェーン

1
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飲料・デザート類セグメント乳製品セグメント

その他セグメント

2022年度
連結売上高

当社グループは3つのセグメント、4つの事業分野で売上を構成しています。

セグメント別売上構成

2,520億円 2,411億円

飼料・種苗セグメント

534億円

バター、油脂、チーズ（国内・国
外）、その他乳製品 など

乳製品事業分野

粉乳（国内・海外）、機能性食品、
栄養剤、機能性素材 など

ニュートリション
事業分野

牛乳・乳飲料、ヨーグルト、果汁・
野菜・清涼飲料、デザート など

市乳事業分野

飼料、種子（牧草・飼料・作物・野
菜）、造園、飼育牛 など

飼料・種苗事業分野6.4%

41.3%

セグメント別売上構成比

9.2%

43.1%
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バター
1925年（大正14年）から製造販売を手がけ、
変わらぬおいしさと新しい価値を提供。

乳製品事業は創業以来の事業です。代表的な商品がそれぞれトップシェアを誇ります。

乳製品事業分野

（出典）市場規模、シェア：インテージSRI＋全国金額ベース

バター

49%
市場規模
約400億円

マーガリン類
乳製品づくりの技術を活かした豊かな風味や
口どけの良い商品を、東南アジアを含め販売。

市場規模
約190億円

プロセスチーズ
1934年（昭和9年）から製造販売を手がけ、
2013年（平成25年）からはインドネシアに
おいてもチーズを製造
販売。

市場規模
約2,200億円

ナチュラルチーズ
代表的な商品は北海道産の生乳を100%使用した
「雪印北海道100」
シリーズのカマンベール
チーズやさけるチーズ。

マーガリン

52%
チーズ

26%
市場シェア

1位

市場シェア

1位

市場シェア

1位
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ヨーグルト
ヒトの腸に生きたまま届き長く
とどまる「ガセリ菌SP株」を
使った「恵 megumi」シリーズ
など。

デザート
食感やミルクの味わいなどに
こだわった、プリン、ゼリー
など。

市乳事業分野では、赤いパックの「雪印メグミルク牛乳」をはじめ、お馴染みの商品ラインナップを
取り揃えています。

市乳事業分野

牛乳
おいしさキープ製法で作った
雪印メグミルク牛乳中心。

牛乳

5%市場規模
約3,600億円

乳飲料
ロングセラー商品の
雪印コーヒーやカルシウムを
強化した機能性乳飲料など。

乳飲料

14%市場規模
約2,100億円

ヨーグルト

12%市場規模
約4,600億円

デザート

16%市場規模
約970億円

（出典）市場規模、シェア：インテージSRI＋全国金額ベース

市場シェア

3位

市場シェア

2位

市場シェア

3位

市場シェア

1位
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機能性食品事業
ミルクから生まれた「MBP」などの機能性素材を使った
サプリメント、健康食品を取揃えている。

粉乳事業
半世紀以上の母乳研究成果を生かし、
安心して育児ができる粉ミルクを中心に提供。

ニュートリション事業とは、ミルクの持つ価値の研究成果を商品化した機能性食品や粉ミルクを中心とした
事業分野です。

ニュートリション事業分野
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環境緑化事業
公園・街路樹・庭園造成と維持管理、
屋上緑化やスポーツ施設の芝生造成。

肥育事業
肉用牛の素牛を導入し、肥育、肥育牛の出荷・
枝肉販売までを一貫して行う。

飼料事業
「養牛用飼料専用製造ライン」から、
地域に合わせた乳牛用、肉牛用配合飼料を供給

酪農に最も近い事業で、生乳生産や環境保全型農業の支援に向けて展開している事業です。飼料事業では、
地域性に合わせた配合飼料などを全国に提供しています。種苗事業では、牧草の品種改良などに取り組ん
でいます。

飼料・種苗事業分野

種苗事業
牧草・飼料作物、野菜、緑肥作物の種子、
花き種苗など。
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国内事業拠点

営業拠点
研究所
▲工場
本店
本社
北海道本部
酪農と乳の歴史館
お客様センター
雪印種苗
★グループ関係会社

▲興部工場

▲なかしべつ工場

▲別海工場

▲磯分内工場
▲大樹工場

▲幌延工場

北東北営業所
東北統括支店

新潟営業所
北陸営業所

チーズ研究所

静岡営業所

▲豊橋工場

▲京都工場池上製造所

▲京都工場
▲神戸工場

岡山営業所

四国営業所

中四国支店

九州統括支店

▲福岡工場
中部統括支店

関西販売本部
近畿支店
大阪支店

沖縄駐在

本店
北海道本部
北海道統括支店
札幌研究所
▲札幌工場
 酪農と乳の歴史館

★アミノアップ

★TACSしべちゃ

★道東飼料

★ロイヤルファーム

★みちのく飼料

雪印種苗（本社）
札幌種子センター

苫小牧
工場

宮崎研究農場

技術研究所

北海道研究農場

★熊本種子センター

★イーエヌ大塚製薬
（本社・花巻工場・開発研究所）

★イーエヌ大塚製薬（北上工場）

▲川越工場
▲阿見工場
▲野田工場

首都圏北支店

首都圏西支店

▲海老名工場

本社
関東販売本部
首都圏支店
東京支店
酪農総合研究所
 お客様センター

ミルクサイエンス研究所
分析センター
食品衛生研究所

▲雪印ビーンスターク（群馬工場）

★イーエヌ
大塚製薬
（東京本部）

雪印種苗
（東京本社）

鹿島工場

★ベルネージュダイレクト

千葉研究農場
千葉種子センター

飼料・種苗事業分野関連拠点
飼料製品は、国内外から原料を調達し、雪印種苗
の1工場、合弁会社の4工場などの「養牛用飼料専
用製造ライン」から、日本全国に供給しています。

乳製品事業分野関連拠点
北海道の酪農が盛んな地域に6つの工場を配置し
ています。茨城県の工場は国内最大級の乳製品工
場です。

市乳事業分野関連拠点
雪印メグミルク9工場、関係会社4工場を中心に製
造しています。比較的都市の近郊に配置し、お客
様にフレッシュな商品をお届けしています。

ニュートリション事業分野関連拠点
粉ミルクについては、国内では、群馬県にある
雪印ビーンスタークの工場で製造しています。

★石巻飼料
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チーズ事業の海外展開

雪印メグミルク
インドネシア
（MSBI）

雪印貿易上海

台湾雪印

スノー・マーケティング

雪印香港

当社グループは、アジア、オーストラリアで海外事業を展開しています。チーズ事業は操業開始以来順調
に拡大を続けています。

海外事業展開

海外におけるチーズの製造拠点は、インドネシアとオーストラリ
アにあります。インドネシアではアジア圏の高い経済成長を背景
に、操業開始以来、順調に拡大を続けています。この海外展開に
より、アジアのチーズメーカーとしての地位を確立していきます。

雪印メグミルクインドネシア（株）の販売物量推移
2024年

10,000t

0

5,000

10,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
（予想）

（t）

前年比
102％

前年比
104％

アダーデライツ
オーストラリア

雪印オーストラリア

（年）
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グループ中期経営計画2025
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雪印メグミルクグループの目指す姿

2025年5月、雪印メグミルクグループは創業100周年※を迎えます。

社会課題を解決する創業の精神で

当社グループは、これから 食の持続性 を実現していきます。

※ 1925年（大正14年）5月 北海道製酪販売組合設立

今、当たり前に手に入っている「食」そのものが、これからは当たり前とは限らない

安定的で豊かな食生活
の実現

食の持続性
への貢献

創業当時 現在
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5,962 6,034 6,134 6,152
5,584 5,843

345 331 341 356 350
302

193 172 179 197 180
130

0

100

200

300

400
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700

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

売上高（左軸） EBITDA（右軸） 営業利益（右軸）

新型コロナウイルスのまん延や、国際紛争の影響からコスト高が影響し、グループ中期経営計画
第2ステージの営業利益は大きく未達でした。

業績推移

※ 「収益認識に関する会計基準」等を2022年3月期第1四半期連結会計期間の期首から適用開始しています。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

（億円）
グループ中期経営計画 第1ステージ グループ中期経営計画 第2ステージ
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グループ長期ビジョン2026

環境の変化により「グループ長期ビジョン2026」を見直しました。

グループ中期経営計画2025

第3ステージ
2023～2026
Renewal（進化）へ
グループ経営の加速・進化

第2ステージ
2020～2022
Transformation（変革）の加速
グループ経営の展開強化

第1ステージ
2017～2019
Transformation（変革）の始動
グループ経営の始動・推進

新たな
長期ビジョン
2025年5月発表（予定）

グループ
中期経営計画2025
2023～2025
次の100年に向けた
基盤づくり
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乳で培われた知見や機能（R&D）

私たちは、「酪農乳業を原点として広がる、幅広い知見や機能」、すなわち「ミルクバリューチェーン」
によって、乳を超えて価値を創造し、食の持続性を実現していきます。

価値創造のストーリー

新たなバリューチェーンへのチャレンジ

代替食品
（PBF・フードテック）

海外市場
（アジア・オセアニア）

新しい成長のタネ・苗

知見の活用・移転、輸出

国内・乳（ミルク）にとどまらず
新しい成長領域への進出協業・共創

酪農
（生乳）風味・物性・機能性・

乳酸菌などの研究
国内生乳・製造基盤
保有する流通チャネル

自然資本 知的資本 人的資本 製造資本 財務資本 社会関係資本

飼料・種苗事業

食の持続性

消費者・ステークホルダー

社会的
価値

経済的
価値

この木を大きく強くし、価値循環の社会システムを守り、
広げることで、食の持続性を実現

活動の土台となる
無形資産への投資

創造価値

インプット

アウトプット

アウトカム

経営資源
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基盤
戦略

事業
戦略

DX推進／人的資本の活用・成長

強靭性の獲得に向けて、3つの柱に基づく6つの戦略課題と、成長に不可欠な基盤づくりを進めていきます。

グループ中期経営計画2025 取組みの全体像

実行を支える経営資源

強靭性の獲得テーマ 新たな100年に向けた
成長の基盤をつくる期間

3つの柱
持続成長の強靭性
新たな成長のタネづくり
事業継続の強靭性
基盤活用による物量の拡大
国内食料自給の強靭性
国内酪農生産基盤の強化・支援

1

2

3

6つの戦略課題

プラントベースフードへの参入 機能付加商品の育成 海外展開強化

チーズ拡大 白物拡大による市乳事業の成長

価値創造･物量拡大による酪農貢献 自給飼料拡大

イノベーション（変革）
イノベーションを起こす組織編成／研究開発強化

コミュニケーション（共感）
インナーコミュニケーション／アウターコミュニケーション
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プラントベースフード（代替食品）市場へ参入し、2025年度に60億円、2030年度に200億円の売上を
目指します。

新たな成長のタネづくり

2023年4月26日 合弁契約書調印式

パートナーとの共創でプラントベースフードの
新たなバリューチェーンを作りだす

 乳で培った風味や物性研究の活用
 既存事業を活用した早期参入 0億円

60億円 200億円

2025年度 2030年度2022年度

1.プラントベースフードへの参入 代替食品の売上高
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機能付加商品を開発・育成し、2025年度に700億円、2030 年度に1,000億円を目指します。

新たな成長のタネづくり

 機能素材・乳酸菌等の研究開発成果の
商品化

 フードテック領域の探索
550億円

700億円 1,000億円

2025年度 2030年度2022年度

2023年4月12日 ミルク栄養学講座開設式

共同研究講座「ミルク栄養学研究講座」開設
弘前大学のビッグデータを活用し、ミルクの新たな健康価値を
研究する。

2.機能付加商品の育成 機能付加商品の売上高
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ミルクの新しい価値を創造してお客様においしさと健康を提供することや環境負荷を低減することを
目的に、様々な研究開発を行っています。

研究開発

おいしさの研究健康・栄養の研究

「MBP」の研究 「ガセリ菌SP株（Lactobacillus 
gasseri SBT2055）」の研究

「乳酸菌ヘルベ（Lactobacillus 
helveticus SBT2171）」の研究 さけるチーズ製法・装置

「MBP」は1980年代後半に研究に着手
し、雪印メグミルクが発見した成分で
す。研究を重ね、「MBP」が健康な骨を
つくり、幅広い年代の人に役立つはたら
きを持つことが明らかになりました。

1990年代に腸内に生息するガセリ菌を研
究している中で、風味特性や胃酸に対す
る耐性がある菌株を探した結果、生きて
腸まで届き、生きたまま長く腸にとどま
る「ガセリ菌SP株」を見出しました。

「乳酸菌ヘルベ」は花粉・ハウスダスト
による目や鼻の不快感症状を緩和した乳
酸菌として当社保有の3000の乳酸菌も中
から見つけ出されました。

当社の人気商品「雪印北
海道100 さけるチーズ」
は、チーズ研究所で誕生
しました。

新規乳酸菌による
チーズのうま味向上技術
（ヘルベティカス菌）
チーズの熟成中に芳醇な
風味を醸し出す「ヘルベ
ティカス菌株
Lactobacillus helveticus
SBT2171株）」を発見。
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東南アジアを中心に海外展開を強化し、グループ全体の営業利益に占める海外展開事業の構成比を
2025年度には8.5%、2030年度には20%以上へ引き上げることを目指します。

新たな成長のタネづくり

 アジア圏でのグローバル戦略加速

今後成長が期待できる事業

①粉ミルク事業 ②チーズ事業 ③機能性素材事業 2.8%
8.5%

20.0%

2025年度 2030年度2022年度

3.海外展開強化 海外展開事業の営業利益（構成比）

雪印メグミルクシンガポール
アジア圏でのビジネス拡大を狙い、
将来の海外事業の統括機能を見据えた拠点を設立

2022年6月13日 雪印メグミルクシンガポール設立
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大樹工場のナチュラルチーズの増産体制確立

チーズ事業全体を市場の成長を上回るペースで拡大させ、2025年度に売上高800億円、2030年度には
1,000億円を目指します。

基盤活用による物量の拡大

673億円
800億円 1,000億円

2025年度 2030年度2022年度

 家庭用プロセスチーズの販売拡大
 家庭用ナチュラルチーズの販売拡大
 業務用チーズ、国産チーズの拡大

4.チーズの徹底拡大 チーズ事業の売上高

大樹工場



Copyright ©MEGMILK SNOW BRAND Co.,Ltd.  All Rights Reserved. 28

市乳事業の成長による事業全体の収益構造の転換、輸入飼料依存度低減に向けた自給飼料の需要拡大の
取り組みを進めます。

基盤活用による物量の拡大、国内酪農生産基盤の強化・支援

作付面積（2019年度比）

＋0.2%

＋3.0%

2030年度2022年度

市乳事業の売上高

1,756億円 2,000億円

収益構造を
転換

（収益増）

2025年度 2030年度2022年度

 牛乳類事業の事業貢献度の向上
 「MBP」商品の物量拡大
 機能性ヨーグルトの機能追加による再拡大

 需要拡大による牧草・飼料作物種子の
販売拡大

 乳酸菌の販売拡大

5.白物拡大を前提とする市乳事業の成長

6.自給飼料需要拡大の取組み
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領域 重要課題（マテリアリティ） 重点取組みテーマ

持続可能な食の提供
• 魅力ある乳・乳製品の提供
• 乳で培われた知見や機能を活かした新たな選択肢の提供
• 安全で安心していただける商品・サービスの提供

食による健康への貢献 • 健康寿命延伸に向けた取組み

持続可能な酪農への貢献 • 酪農生産基盤強化への取組み推進

環境負荷の低減
• 地球温暖化の防止
• 持続可能な資源の利用
• 循環型社会の形成

多様性の推進と人権の尊重
• 人材の多様化と人材育成
• ワーク・ライフ・バランスの実現と労働生産性の向上
• 人権の尊重

地域社会への貢献 • 地域社会とのパートナーシップ

社会的・経済的価値を同期化させた重要課題（マテリアリティ）を抽出

「食の持続性の実現」に向けて「栄養を届け、環境に配慮し、人材を活かす」取組みは、雪印メグミルク
グループ独自のサステナビリティ経営です。

サステナビリティ経営

食の持続性の実現

環境に配慮
事業継続の

前提条件となる

人材を活かす
事業継続・発展の

原動力となる

栄養を届ける
酪農乳業の

基本的な価値

コンプライアンス・企業倫理の徹底
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取締役会

グループサステナビリティ委員会 （委員長：社長、2回／年）

サステナビリティ推進部会（部会長：サステナビリティ担当役員、4回／年）

企業倫理委員会
答申・提言

諮問

サステナビリティ経営の推進体制と取り組み事例

脱プラ分科会

学校給食用にストローレス牛乳パックを導入

脱炭素分科会

太陽光発電を海老名工場に建設（左写真5月稼働）

2030年度にCO2排出量
50%削減（2013年度比）

人権分科会

パームの小規模農家の人権課題確認のため、
現地を訪問しダイアログ実施

毎年、人権デュー・ディリジェンスや
啓発活動を行い、事業活動における
人権リスクの特定・防止・軽減を図る

2030年度に石油由来のプラスチックの
使用量（売上原単位）25%削減（2018年度比）

KPI KPI KPI
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取組み施策

多様な人材が個性や能力を十二分に発揮できる環境づくりと人事施策を推進し、従業員一人ひとりの
「働きがい」を高め、ミルクバリューチェーンを通じて、付加価値を創造する人材を育成していきます。

人的資本の取組み

経営戦略と連動したあるべき姿の再確認

As is-To beの把握と分析

モニタリングすべき項目の設定

経営戦略と連動した人材戦略

多様性（D&I）の
推進による
付加価値創出

働き方改革の
推進による

労働生産性の向上

経営戦略と連動した
要員確保・配置と

人材育成

ワークエンゲージ
メントの向上
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連結経営指標目標 2022年度実績 2025年度目標

収益性

売上高 5,843 6,650
営業利益
（営業利益率）

130
（2.2%）

200
（3.0%）

純利益※1 91 140
EBITDA 302 385

財務健全性
自己資本比率 51.9% 50%
D/Eレシオ 0.33 0.5以下

設備投資 設備投資額※2 （3年計）約650 （3年計）約700～
株主還元 配当性向 44.4% 30.0%以上
資本効率 自己資本利益率（ROE） 4.4% 6.0%以上

（億円）

※1 親会社株主に帰属する当期純利益 ※2 投資金額は意思決定ベースであり、キャッシュアウトベースの数値とは異なる。

3つの基本方針をもとに、財務健全性と成長投資、株主還元のバランスを重視した財務運営を行います。

財務戦略

基本方針

財務の
健全性の維持

資産圧縮による
基盤・成長投資

安定的な
株主還元の実施
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2022年度実績 2025年度目標 伸長率 （2022年度比）

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

乳製品 2,520 97 2,922 120 16.0% 23.7%

飲料・デザート 2,411 16 2,746 60 13.9% 275.0%

飼料・種苗 534 2 550 6 3.0% 200.0%

その他 376 14 432 14 14.9% 0.0%

合計 5,843 130 6,650 200 13.8% 53.8%

セグメント別計画

（億円）
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120億円～（配当性向30%以上）

株主還元

700億円～

基盤・成長投資（既存事業）
資本提携・M&A等を含む

既存事業における基盤投資および成長投資、株主還元を実施しつつ、アセットライト経営の志向を含めた
規律ある財務運営を行います。

資金調達・配分方針（3年間累計）

※ 投資金額は意思決定ベースであり、キャッシュアウトベースの数値とは異なる。

800億円～

250億円～

2.BSマネジメント
政策保有株式を含めた
資産売却 等

3.有利子負債調達
現行格付維持の範囲内での
調達

1.営業キャッシュフロー
（3年間累計）

新たな価値を創造する研究・事業開発投資
資本提携・M&A等を含む

未来価値創造投資
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ROEの向上

資本効率を意識した経営の実践

2022年度
ROE 4.4％

2025年度目標
ROE 6.0％以上

収益性の改善

海外展開の強化（利益構成比アップ）
代替食品への新規参入と拡大
既存分野の成長

• 利益率の高い事業の拡大
• 既存事業の利益率向上
• 機能付加商品の拡大

資産の効率化

純資産対比10%未満を目途に政策
保有株式を縮減、不動産等資産売却
外部連携・協業、機能の外部化、

M&A
グループ機能の強化（事業再編）

財務レバレッジ

財務健全性を維持しつつ、成長投資
に必要な資金調達
株主還元の拡充

早期に 目指す8.0％
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350億円

（営業利益）

2020年度 2022年度 2025年度

250億円

200億円

グループ中期経営計画2025

海外利益構成

次の100年に向けた変革の加速

2030年

グループ中期経営計画2025は、新たな100年に向けた成長の基盤をつくる期間とします。収益性改善と資
産効率化を進め、2025年にROE6.0%、その後、早期にROE8.0%以上の達成を目指します。

グループ中期経営計画2025の全体像

コストアップ対応と将来への
タネづくりをしながら、
コロナ以前の水準に復元

ROE 8.0%～

早期に実現！

前中計

ROE 6.0％～

ROE 10.0％～ 新たな成長領域への挑戦

20％～
代替食品売上高
200億円～

チーズ売上高
1,000億円～

機能付加商品売上高
1,000億円～
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2023年度業績予想
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2022年度累計実績 2023年度予想 増減額 対前年 増減率

売上高 5,843 6,160 316 5.4%

営業利益 130 140 9 7.2%

経常利益 144 150 5 3.6%

純利益※ 91 95 3 4.1%

2023年度通期 連結業績予想

（億円）

※ 親会社株主に帰属する当期純利益



Copyright ©MEGMILK SNOW BRAND Co.,Ltd.  All Rights Reserved. 39

40 40 40 40
60 60 60

20.3
25.2

22.3 18.2

33.6

44.5 42.7

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0

20

40

60

80

100

120

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

1株あたり配当 配当性向

当社は株主優待は導入していません。今後も配当性向を指標に、財務の健全性、成長投資のバランスを
重視しながら、株主還元の充実を図ります。

株主還元

（円） （％）

2023年度配当予想

普通配当

60円

連結配当性向

42.7％

（予想）



本資料に記載されている業績予想などの将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき、当社が判断した見通しであり、その達成を当社として約束する趣旨のもの
ではありません。また、実際の業績等は、業況の変化等により、本資料の予想数値と異なる場合があります。
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